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ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん
へ

東
都
高
原
富
士
見
会
だ
よ
り

　

今
年
も
新
し
い
言
葉
や
造
語
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
流
行
っ
た
。
「
お
れ
お
れ

詐
欺
」「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」「
ハ
ッ
ス
ル
・

ハ
ッ
ス
ル
」「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」「
気

合
だ
」「
新
庄
節
」「
ヨ
ン
様
」「
冬
ソ
ナ
」

な
ど
。

　

言
葉
は
生
き
も
の
で
あ
る
。
時
代
に

よ
っ
て
新
し
く
生
ま
れ
て
く
る
言
葉
も

あ
れ
ば
、
失
わ
れ
て
い
く
言
葉
も
あ
る
。

　

昨
今
の
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
・
IT
化

の
急
速
な
発
達
と
生
活
環
境
の
急
激
な

変
化
の
時
代
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

　

故
郷
を
離
れ
、
東
京
で
の
生
活
の
方

が
長
く
な
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
こ
の
頃

は
、
子
供
の
頃
耳
に
し
た
何
気
な
い
会

話（
事
例
Ｉ
）の
一
言
一
言
に「
人
心
」を
、

方
言
も
ま
た
楽
し（
事
例
Ｉ
）に
方
言
は

「
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
か
け
橋
」

を
感
じ
る
。

（
事
例
Ｉ
）

A
「
コ
ン
チ
ワ　

イ
ル
カ
エ
」

　

こ
ん
に
ち
は
お
い
で
で
す
か
。

B
「
ア
ー
イ　

コ
ン
チ
ワ　

キ
テ
ク
レ

　

タ
カ
エ
ー
」
は
い
、
こ
ん
に
ち
は
、

　

き
て
く
れ
ま
し
た
か

A
「
マ
ー　

コ
ノ
エ
エ
ジ
ャ　

ヨ
カ
ッ

　

タ
ナ
ー
エ　

コ
ン
ボ
コ　

ウ
マ
レ
タ

　

ッ
テ
ー
」
ま
あ
、
お
宅
で
は
よ
か
っ

　

た
で
す
ね
。
赤
ち
ゃ
ん（
子
供
）が
生

　

ま
れ
た
そ
う
で
。

B
「
マ
ー　

ア
ノ
ー　

サ
ッ
ソ
ク
ウ
マ

　

レ
テ　

ヨ
ー
ダ
デ
ナ
ー
」え
え
、お
か

　

げ
さ
ま
で
、
安
産
で
よ
か
っ
た
で
す
。

A
「
オ
ン
ナ
ッ
コ
カ
エ　

オ
ッ
ト
コ
カ

　

エ
」
女
の
子
で
す
か
。男
の
子
で
す
か
。

B
「
ア
ー　

ウ
ン　

ド
ー
モ　

オ
ッ
ト

　

コ
ノ
ヨ
ー
ダ
ナ
ー
エ
」
え
え
、
ど
う

　

も
男
の
子
の
よ
う
で
す
よ
。

A
「
マ
ー　

ホ
リ
ャ
ー　

ホ
リ
ャ
ー　

　

ヨ
カ
ッ
タ
」
え
え
、
え
え
、
そ
れ
は
、

　

そ
れ
は
よ
か
っ
た
。

B
「
ア
ー　

ア
リ
ガ
ト
ウ　

ヨ
カ
ッ
タ

　

ワ
エ
」
え
え
、
あ
り
が
と
う　

よ
か

　

っ
た
で
す
よ
。

　

会
話
の
中
に
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
、

慈
し
み
を
強
く
感
じ
る
。

（
事
例　

）

　

生
徒
が
職
員
室
に
掃
除
終
了
の
報
告

に
来
る
。
掃
除
・
整
頓
は
完
璧
。
だ
が

窓
が
し
め
て
な
い
。
そ
こ
で
、「
窓
を
タ

ッ
テ
・
窓
を
タ
ッ
テ
」
生
徒
は
キ
ョ
ト

ン
と
し
て
い
る
。
一
瞬
、
一
人
の
生
徒

が
窓
の
前
に
立
っ
て
こ
ち
ら
を
向
く
。

そ
の
時
「
窓
を
タ
ツ
」
の
意
味
が
理
解

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。
窓
を
タ

ツ
と
は
、
窓
を
閉
め
ろ
と
言
っ
た
ん
だ

よ
。
生
徒
曰
く
、
先
生
「
標
準
語
で
話

し
て
、独
り
善
が
り
は
迷
惑
だ
よ
」。
返

す
言
葉
な
し
。

　

で
も
方
言
は
使
い
方
に
よ
り
、
言
葉

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
か
け
橋
に
な
り

得
る
し
、「
和
」
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
。
笑
顔
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

方
言
も　

ま
た
楽
し
”

ＩＩ

ひ
と
こ
と
ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
こ
ろ

な
ご
み

“

「
方
言
の
楽
し
さ
」

矢　

沢　

也　

夫　
　
東
京
都
港
区
（
立
沢
出
身
）

コミュニティ・プラザが10周年
　コミュニティ・プラザは図書館、公民館、A Vホール、研
修室、大会議室など町民の文化活動の拠点として利用され、
10月31日をもって10周年を迎えました。特に図書館は昨年、
貸出冊数5年連続日本一（全国同規模153町村中）となり10年
間で200万人が利用し、本の貸し出しが300万冊に達しました。
　この日は10周年を記念して、県立図書館から絵本約500
冊を積んだ車「おはなしパケット号」を招き、町内の本の
読み聞かせを行うグループが主体になり、読み聞かせや大
型紙芝居、工作教室、餅つき大会などが行なわれ、家族連
れで賑わいました。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の

ま
ち
の
話
題
話
題
パ
ー
ト
２

地道なボランティア活動
　10月31日、県道乙事富士見線でかごいっぱいにごみをの
せて自転車をひいているおじいさんに会いました。
　小林松治さん（葛窪）84歳は週に3･4回自転車で葛窪～信
濃境～富士見台まで道端のごみを回収し、途中ごみステー
ションで空き缶などを捨て、帰りは県道乙事富士見線を上
って自宅までごみを回収しているとのことでした。
　大変頭の下がる思いでした。誰もがごみを捨てなければ
町はきれいでいられますが、こうした地道なボランティアの
お陰で町がきれいでいられることを感謝したいと思いました。

中越地震・豪雨災害義援金
　今年は台風に地震と大きな災害が発生しました。富士見
町でも義援金の受付を行ったところ、11月15日現在、中越
地震被災者義援金が1,739,351円、9・29豪雨災害義援金が
23,000円、台風21号被災者義援金が14,000円、台風22号被
災者義援金が14,297円集りました。ありがとうございまし
た。
　なお、豪雨災害による義援金は11月で受付が終了しまし
た。中越地震の受付は12月30日までです。

▼

▼

▼

小林松治さん　84歳　（葛窪）

町の消防署員が被災地で救助活動を行いました


